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議
員
が
市
政
を
問
う

一
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　質

　問

議
　
員
　
生
ま
れ
た
赤
ち

ゃ
ん
に
も
課
税
さ
れ
る
国

民
健
康
保
険
税
の
均
等
割

は
子
供
の
多
い
世
帯
ほ
ど

負
担
が
大
き
く
、
子
育
て

支
援
に
逆
行
し
て
い
る
と

考
え
る
が
、
こ
れ
を
廃
止

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

民
生
部
長
　
地
方
税
法
に

よ
り
人
数
割
で
あ
る
均
等

割
額
を
定
め
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
市
独

自
で
の
廃
止
は
で
き
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
昨
年
、
当
市
に

お
い
て
も
日
本
政
府
に
核

兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
を

求
め
る
意
見
書
が
採
択
さ

れ
た
。
市
で
平
和
に
つ
い

て
ア
ピ
ー
ル
す
る
企
画
の

考
え
は
。

市
　
長
　
平
成
20
年
に

ー
内
に
幼
児
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
支
援
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
と

捉
え
て
い
る
か
。

副
市
長
　
平
成
30
年
４

月
か
ら
事
業
を
実
施
し
、

49
人
の
幼
児
に
対
し
支
援

し
ま
し
た
。
成
果
と
し
て

は
、
一
人
一
人
の
発
達
状

況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
支
援
目
標
に
沿
っ
て
支

援
し
、
就
学
予
定
の
小
学

校
へ
支
援
状
況
を
紙
面
で

情
報
提
供
が
で
き
た
こ
と

か
ら
、
保
護
者
が
安
心
し

て
就
学
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

設
置
す
る
考
え
は
。

市
　
長
　
母
子
保
健
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
総
合

的
に
相
談
支
援
を
提
供
す

る
「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
来
年
４

月
に
設
置
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

こ
こ
で
把
握
し
た
情
報
の

中
か
ら
、
特
に
要
保
護
児

童
、
要
支
援
児
童
、
特
定

妊
婦
に
係
る
情
報
を
、
速

や
か
に
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
で
あ
る
「
こ
ど

も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
た
め
、
一
つ

の
部
署
で
二
つ
の
機
能
を

担
い
、
一
体
的
に
支
援
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
組
織
体
制
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
課
題
を
整
理
し

な
が
ら
検
討
を
重
ね
、
当

市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
体

制
を
構
築
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
保
健
セ
ン
タ

議
　
員
　
子
育
て
は
、
家

庭
や
地
域
で
の
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
母
子
保
健
や

子
育
て
支
援
策
等
の
専
門

領
域
ご
と
に
分
断
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

実
施
す
る
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

議
　
員
　
北
東
北
・
北
海

道
に
数
多
く
あ
る
縄
文
遺

跡
に
つ
い
て
、
青
森
県
等

が
連
携
し
て
世
界
遺
産
登

録
を
目
指
す
動
き
が
あ
る

が
、
当
市
に
縄
文
遺
跡
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

教
育
部
長
　
当
市
が
把
握

す
る
１
７
７
の
遺
跡
の
う

ち
１
２
８
の
遺
跡
か
ら
縄

文
時
代
の
遺
物
等
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
非
核
・
平
和
都
市
宣

言
」
を
記
念
し
て
設
置
し

た
標
柱
を
、
来
年
３
月
を

目
途
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
予
定
で
す
。

議
　
員
　
十
和
田
湖
温
泉

ス
キ
ー
場
の
シ
バ
ザ
ク
ラ

植
栽
に
か
か
っ
た
金
額
は
。

農
林
商
工
部
長
　
平
成

29
、
30
年
度
の
２
カ
年
で

５
千
万
円
ほ
ど
の
予
算
を

執
行
し
、
予
定
さ
れ
て
い

た
植
栽
は
す
べ
て
完
了
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
除

草
や
補
植
の
育
成
管
理
を

行
い
、
見
せ
方
や
滞
在
時

間
増
加
の
た
め
の
方
策
を

検
討
し
な
が
ら
、
ス
キ
ー

場
利
活
用
の
個
別
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
で
、
焼
山

地
区
全
体
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

小笠原　良　子
（日本共産党）

国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
を

　
　
　
　
　
　廃
止
し
て
ほ
し
い

法
の
定
め
に
よ
り
市
独
自
で
の

　
　
　
　
　廃
止
は
で
き
な
い

山　端　　　博
（市民連合クラブ）

子育て世代包括支援
センターを設置する考えは

来年４月に設置したい

気になる点は幼児発達支援センターへご相談を

縄文時代の遺物も展示されている郷土館

議
　
員
　
仲
よ
し
会
の
職

員
の
配
置
は
、
１
ク
ラ
ス

に
常
時
２
人
以
上
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
基

準
を
緩
和
し
て
１
人
と
し

て
も
よ
い
こ
と
と
す
る
児

童
福
祉
法
の
改
正
が
来
春

施
行
さ
れ
る
。
子
供
の
安

全
確
保
等
に
懸
念
が
あ
る

が
、
市
の
見
解
は
。

副
市
長
　
仲
よ
し
会
は
、

利
用
す
る
子
供
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
、
保
護
者

が
安
心
し
て
子
供
を
預
け

ら
れ
る
こ
と
が
第
一
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
働
く

職
員
の
負
担
の
大
き
さ
を

考
慮
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今

後
も
こ
れ
ま
で
通
り
、
１

単
位
に
対
し
て
２
人
以
上

の
配
置
を
維
持
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
習
や
生
涯
学
習
の
場
で

活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

認
定
条
件
を
満
た
す
の
は

厳
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
当
市
は
新
紙
幣

の
肖
像
と
な
る
渋
沢
栄
一
、

津
田
梅
子
、
北
里
柴
三
郎

に
ゆ
か
り
が
あ
る
が
、
ど

う
情
報
発
信
す
る
か
。

農
林
商
工
部
長
　
外
へ
の

情
報
発
信
と
と
も
に
、
地

元
観
光
事
業
者
が
人
物
情

報
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
や
、
十
和
田
奥

入
瀬
観
光
機
構
と
連
携
し

て
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に

取
り
入
れ
て
い
く
等
、
活

用
策
を
探
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

る
場
所

　
宇
樽
部…

十
和
田
湖
地

域
内
の
交
通
拠
点
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
地
域
の
食

を
楽
し
む
場
所

　
子
ノ
口…

十
和
田
湖
と

奥
入
瀬
渓
流
の
中
継
拠
点
、

湖
畔
か
ら
の
景
観
を
楽
し

め
る
休
息
場
所

　
奥
入
瀬
渓
流…

地
域
特

有
の
自
然
・
四
季
・
景
観

等
を
静
か
な
環
境
で
鑑
賞

し
楽
し
め
る
場
所

議
　
員
　
馬
事
公
苑
や
鯉

艸
郷
等
に
観
光
客
を
十
分

誘
導
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
市
内
の
観
光

コ
ー
ス
の
考
え
方
は
。

農
林
商
工
部
長
　
十
和
田

奥
入
瀬
観
光
機
構
の
観
光

資
源
開
発
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
策
等
を
支
援
し
、
観

光
コ
ー
ス
の
充
実
と
魅
力

向
上
を
図
り
ま
す
。

議
　
員
　
幻
の
穴
堰
等
の

三
本
木
原
開
拓
施
設
群
の

利
活
用
と
近
代
化
遺
産
指

定
の
考
え
方
は
。

教
育
部
長
　
学
校
の
郷
土

議
　
員
　
休
屋
・
宇
樽
部

・
子
ノ
口
・
奥
入
瀬
渓
流

の
観
光
の
将
来
展
望
は
。

農
林
商
工
部
長
　
各
地
区

の
役
割
や
特
徴
づ
け
を
次

の
よ
う
に
整
理
し
て
観
光

振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
休
屋…

広
域
交
通
を
受

け
止
め
る
拠
点
、
滞
在
・

宿
泊
の
場
所
、
十
和
田
信

仰
な
ど
歴
史
に
触
れ
ら
れ

議
　
員
　
今
後
の
支
援
は
。

市
　
長
　
十
分
な
公
共
交

通
が
な
い
と
自
家
用
自
動

車
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
市
街
地
循
環
バ
ス
や

予
約
制
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
運
行
に
よ
る
公
共

交
通
の
利
便
性
の
向
上
等
、

返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

議
　
員
　
自
主
返
納
者
に

複
数
年
支
援
す
る
考
え
が

な
い
よ
う
だ
が
、
こ
れ
か

ら
本
格
的
に
始
動
す
る
市

街
地
循
環
バ
ス
等
の
運
賃

を
無
料
に
す
る
考
え
は
。

企
画
財
政
部
長
　
支
援
制

度
の
促
進
の
た
め
、
今
後

の
市
街
地
循
環
バ
ス
の
本

格
運
行
に
あ
わ
せ
て
、
公

共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

と
と
も
に
無
料
化
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
運
転
免
許
を
自

主
返
納
す
る
高
齢
者
へ
の

支
援
状
況
は
。

民
生
部
長
　
65
歳
以
上
の

自
主
返
納
者
へ
の
支
援
と

し
て
、
商
品
券
、
バ
ス
券
、

タ
ク
シ
ー
券
の
う
ち
希
望

す
る
１
万
円
相
当
の
も
の

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
60
代
12
名
、
70
代

71
名
、
80
代
89
名
、
90
代

５
名
の
計
１
７
７
名
か
ら

申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

久　慈　年　和
（市民連合クラブ）

仲
よ
し
会
の
職
員
配
置
基
準

　
　
　
　
　
　緩
和
へ
の
対
応
は

従
来
通
り
の
職
員
体
制
を

　
　
　
　
　
　維
持
す
る

石　橋　義　雄
（自民公明クラブ）

十和田湖周辺地区の
　　　観光事業のあり方は

各地区の役割等を整理し
　　　　　　　取り組む

馬事公苑を観光資源に

免許を返納しても支障のない環境を

り

そ
う
き
ょ
う

議
　
員

市
　
長

議
　
員

副
市
長

議
　
員

企
画
財
政
部
長

市
　
長

議
　
員

議
　
員

議
　
員

教
育
部
長

議
　
員

農
林
商
工
部
長

議
　
員

農
林
商
工
部
長

農
林
商
工
部
長

教
育
部
長

農
林
商
工
部
長

市
　
長

議
　
員

議
　
員

民
生
部
長

議
　
員

議
　
員

議
　
員

副
市
長

民
生
部
長

議
　
員


